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診療放射線技師法第２６条の解釈について
　本県の保健行政の推進につきましては、平素から格別の御配意をいただき、厚くお礼申し上げます。
さて、本年２月２７日、厚生労働省において「がん検診車に医師の立会いがないことは違法である」との見解が示されたことから、国の見解に対して文書照会を行っていたところでありますが、このたび、厚生労働省から、下記のとおり回答がありましたのでお知らせします。
　つきましては、貴会会員各位にこの旨を周知いただきますよう、よろしくお願いいたします。
記
厚生労働省においては、過去の国会での答弁等においても、医師の立会いのない検診は「違法」との見解を示しており、今回の回答はそれと同様の見解を改めて示したものである。なお昭和53年の国会答弁は、原則として巡回診療の際に医師の立ち会いを求めており、その後、厚生大臣より「適宜、集団検診等の実施に非常な支障を来さないような配慮」との答弁があるが、これは医師の立ち会いが不要である旨を述べたものでなく、立ち会いの解釈を柔軟に解釈する（現在では検診への医師の同行をもって「立ち会い」と解されるとしている）ことを述べたものである。
　医師の立会いについては、必ずしも検診車内に医師がいる必要はないが、少
なくとも検診に「同行」していることは必要と解しており、同じ会場に医師が
居れば良いと解する（ただし、検診車が単独で検診を行う場合は医師の同乗が
必要である）。
